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0表紙説明C

表紙原図　　　　中内　考慮

とげあLがに

帝足劫物門　　　イワガニ科　　Por cnon plani88かコun

1944辱　第21司　生物部佐多採集夜行の笥1日目の8日，大泊海岸の西の砂浜が終わる少

し責のごつごつした所だった。この日は干潮が1時9分前後で，崖食を食べてから採袈するに性

好都合であった。湖の干11たタイドプールの大きな書の下に，これがわた。体に比らべて特忙長

い足を巧みに使って，すばしっこく動き回る。それでもやっとつかまえた。後に資料で凋べると

，巧みに移動し，捕えることがむつかしわと苦し、てあった。
．　4　°　．　t　．

体色は，にごった草色に体や足に赤し1すじが増って－1る。叉，名前の通り他のカニよりトゲが

足をて多レ1。甲良5ぐ仇，甲幅　2・7cm竜

標本にしたのを，稽剖皿に出して，数名でスケッチした。その中で中内君のものを採図し

ました。

－1－



巻頭言

「あこう」　は活着した

欄　間　　　税　所　籍　知

石垣に栽培するイチゴも，すき間もなく石の間をセメントで塗りとめた石垣には育たが1。

適当を柔か1士のすき周があってこそよく生育する。今の高校生活に：‾工自分の意志で櫨を慮り茎

葉を伸ばすことのできる柔か夜すき間が乏しいようである。

このような環境の中で放課後のわずかをすき問の時間を見つけて，郡誌3号をつくり上げた趣

意と努力に敬竜を払LTた十＼

昨毎2号を出して，古い切株から・芽を出した「あこう」は揺凡移転という移胤に遭遇した。移

転前の準備，移転作業，移転後の整理，新Lh環境への版応など．この一年は全くあわたゞしく

落着かなかった。その上屠体中に全司生物大会が増児島で開催され，宮地先生と私は「身尼島の

自然」の禰集やその配本の仕事をどに忙しく，ほとんど平常は「邸」の面融を見ることが出来な

；ユった。辛うじて大会終了後2泊5日の佐多坤方面の採集旅行につき合えただけであった。佐多

目方面の採集は昨年に引きつづく2毎がかりの計痛であり，どうしても今年も出かけて一応のし

くくりをする必噂があ→たが，いうLへう覆車博のため，本年の生物部の佐多坤採集旅行は絶望

，．思われることが蔑碇もあったが，部員諸君の鶉貴はつtlに男子部員のみと11う条件で許可され

考現した。

壌天下の一日の採集が終った後消億まで，炊事当番以外は今日の痛物を一ぼhにひうげて互に

討論しつつ，うす曙n電増のもとで，時には懐中電鐙で詳しく調べながら磐理してhる姿はまこ

とに好ましく・増もLhもので，そこには′j、粒ながら学術凋奄務のふんし1気がたゞよっていた。新

鮮多感査高校時代にこのような休演をもったか，もたなかったかは将来に大きく影醤するのでは

なかううカも

日々の研究の記康とこのようを採集旅行の成果を自分たちの力でまとめ扇集して一骨のまとま

った部誌として発行するまでの過程に将来役立つ，そして授業中に。′ま得られをh資賽を要素が養

われるものと思う。

移鳩灯耐えて3番目の若枝を伸ばした「あこう」の活着を心から喜ぶとともに今後の旺盛を生

育を望みも㌔
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シロオビアゲハの観察
12民　　籾　木　　　泰

鍵が嫌に興味を感じたのは，hつかことだったうう。今考えてみると，小学校の5，8毎の時

からのよう灯志われ．も。璃丸の生物部の先雄である安永きんと・一珠′∴　云恥骨に登り．水上：反に登

り，半分遊びながらの採鴇だった。しかし，本格的に採集を始め，旗の名前を産えたのは，中学

校の1埠の肇ノブ、らだった。そして，3隼になって初めて，飼育をしてみたのだった。その飼育記

謹からの抜き串きがこの報告である。

まず，飼育をするまでのし1ささつを述べてみょう。

中学5鑑になり，何か具体的なことをしてみょうと考えてし1たとこうに，父が友人からシロオビ

アゲハの成虫を谷♀各一項もらってきもそこでこれに輝を壕ませて，欄からのせ背旗塵を調べ

ようと思ったのである。しかし，かんじんの飼育箱が夜し1。考えあぐんだすえ，結局人形ケース

を使うことにした。これには，空気孔がなし1のでケースの上ぶたをはずし，古11網をかぶした。

お粗末ながら．彼等には，これには入ってもらうことにした。そしてhよhよ飼育にはhること

にした。以下その記録である。（期間絃19d3餉7月30日～9月1日）

をわ．母煤は沖永良部島垂で，♀は2型であった。

7月31日

8月　1日

8月　3日

8月　4日

8月　6日

8月　8日

飼育箱に入れた蔓ミカソ，キンセソの食草のうち．キンカンに5個産卵してh

た。そして・そのうちの2個は藤の表側に産画されてし1た。

昨日に続き，産潤した。本日は計15周。しかも同じ巣である。なおこんどは

蔓ミカンの盛で表側に84軋　重刷庭5個だった。またこの日，8のき喋はゲ巳ん

だ。

1日生みつけた桑に再び5個はど生みつけてし1る。

産卵され離日の2／5ぐら－1が桑っぱくなっていもそしてその中心近くは特

別熱くなってし1た。昼過ぎになると・弗から寒に小さな幼虫がはtl出てしへた。

その後も続々と暗化した。この幼虫のかもしう．1点を1，2あげてみると，第

一に．彼等ま，抜け出たあとは，しばらくじ〔としている（約7分）。そして

その後自分の抜け灘を食べるので参る。この抜け撥も自分の抜け瀕でたいと，

食べようとしなし1のであるっ　この事実ば，偶然控且たこと夜のだが天変かもし

うわ習性だと思う。しかし，中に吐，穀を食べなかったものもhたし，数日後

にも形を変えてし1夜かったこうから，何の為に顔を食べるのかわから夜し1。

1的の幼虫のうち，2匹だけ埼別′j、さIへのが－1る。4日の将化で凌げ曇を食

べなかった2匹だとすると，抜け腰を塗べるかどうかの頚大性がわかるのだが

，残念ながら，どの二匹か判別できない。

3藁が「回目の脱皮をし 走 その半日後匿は，びっくりするぐらhの大きさに

なり　食欲も非常に高まった。また晩成の菜酎ま，確か確食べられた。こんどは
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8月11日

8月14日

8月15日

3月1占日

卵の穀のように他の幼虫の抜け溝を尊べるかどうかほわからなかった。

2回白の鳩皮をしたと思われろ幼耳が数匹ナ1る。

10匹中7匹が悦皮して，hあゆるイモムシになった。恐らく，これは3回目だ

ううと思う机hよhよアゲハチョウ科の喋を思わせる確の大きさになっ7と。ま

た，脱皮の困難巷も偶然に目．菩した。なお脱皮は頚部からおこなわれる。

埠別′」、さかった2匹もその後場測て成長して，他と同様になった。

脾化しはじめて，埴後の一卵が樺化し捲るまで30分ほどだ〃たのに，3恒柏の

脱皮は10匹全部が完了するのに5日を項してやることがわかった。すなわち，

30分のずれが3日間になっているのである。

8月18日　　幼虫の体の模様が3種類あることに気が付hた。シnオビアゲハに推古は一種の

模様しかなしへが，早には♀1亜（谷と同避）と♀2型（♀独特の勝機）と壷あり

，その道伝的な点が在日されているのであるが，たぷん幼虫の体表にも，このよ

うな区別があるのであうう。轄果物には，この間題の結論は出せなかったが，‘も

し機会があれば確かめてみる必項があると思う。しかし，微妙を遠hであるため

にあるhlま見酷・隻いであるかも知れがl。　　　　左図枚極端に濱hてみた図だ
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ハ型　　　　が一応のめやすになると思う

イ型は頭の模様に2つだけ

大きな点があり，戊の模

様に2つの点がある。

ロ増は頚の模講はイ型と同

じであるが脱に点がない

ハ地紋頑¢横磯は′卜さ夜点

だけであり，顆の模様絃

イ塾と同じである。

8月19日　　二匹が蠣化しも　しかし，うち一匹はささえの糸が切れ尾部だけで逆割てぷら盲

がってしまった。また幼虫が一匹碓んでしまった。例の発育不良の幼虫らLL1。

8月20日　　更に五匹が帰化占結局二日間で七匹が婦化し，一匹が死んでしまっっ㌔

8月21日　残少二匹のうち．一匹が嫡化しもまた，前日娼化したさなぎで二匹茶色に変色

したものがhる0

8月23日　　残り一匹も蠣化した1これで全部哺化したのだが，嫡化を商にして死んだ一匹が

悔やまれる。

8日28日　　墳初に姉化した一匹が羽化。どうやら＄らしい。また残りの一匹（宙ぶらりんに

なってhたもの）は，蒐・ま20のEHで完全に落ちてしまったのだがこれも胸のあ

た少が黒ずんできた。噂化してから羽化するまで本日車で0日目である。

－4一・



8月29日　　昨日黒ずんで11た一匹（完全に下に落ちてhたもの）が．どうにかこうにかして

羽化してきも　しかし，羽を馴デたままで一日間顔に濾hっで1たため，羽は折

れ粕がり，伺‘まっで1た。それでも波音　羽をバタバクさせてhたが璃ぶことな

どはもともと無埋夜話である。かわ，1そうなので殺してやった。

8月50日　　四匹が羽化。hずれも平で一項が♀1判で，他の三頚は♀2掛であ〔た。しかも

「柁んで1るな」と思ってLlた茶色の桶からも羽化してでてきた。これは♀1魂

であり，句か，桶の色との男達性があるように思われた、また？2増の珠のなか

で左後超が完全灯詞書きれず，しぼんだままだった。

9月1日 21日に嘱化したものが羽化　これも♀2型であった。

以上のようにちょうど一月の蘭，視察を続けたのだが，hう11うと見逃がした点が多かったよ

う夜気がしてならなし、。しかし，葵の硝牢記魂として，hちかうまとめてみょう。

他の文献との比凌　考察（「嬉児島県の塊類．福田席末．田中洋共著」による）

おもに相違点をあげてみると

1）碑化までの日放は，7臥　5日，4日などとあるなかで4日とhう培果が出た。

2）脱皮（休眠）の4回とhうのに対して5回と－1う結果（しかし，これは推定）

5）　♀1型が多Lへのに対し，逆の♀2雅の方が定例的に多かっプ㍍

次に，この文献になし1ものとして

1）婿化した幼虫は必ず自分の抜け演を食べる。また，食べなかった幼虫は育たが悪く

死んでしまうこともある。

2）脱皮した抜け殻につtlては食べるものもあり，食べなhものもある。

3）幼虫の体表の模様に5種類ある。

また咽か1点まで見てし1くと，hうhうと折LL1事実があげられるだうう。

○追記

羽化しなかった蝿が二匹し1たがこのうち，一匹が18亀2日に羽化したので，記壊してかく。

どうして，こん夜に遅れて羽化するのかわから夜tlが，桑境も他の躾と同じであったのにかもし

うtl現象だと思う。（これは「虎児串の煉類」に同じようを報告がされて－1る）

そして，こんどの粟の特色は他の蝶より1こ2去れほど′j、形であり，一囁化から羽化まで実に40

日も壊してゝ1ることである。はたしてこれが越冬するのかどうかわからなかった。

結局10卵中，塀化したもの10，鴫化したもの9，羽化したもの8，うち一匹は羽化に失

敗。なか羽化した8頭の内訳は83頑，♀1型1頑，♀2塾4頭であった。

－5一



．‾ヽさl、　ご　∴：

全体を通して，額牢の行き届かなかった点が多くf　ちぐはぐ夜ものとなった。

また　碍撃結果がすでに報告されたものと違う点はこれ以後闇牢をする人がレ1たら，充分倹討を

してほLll。たとえば．幼虫を1堪ずつ別々に飼1横領と成体との比攻をするものも必婁夜こ

とだと思う。

一　花にまつわる伝説　－

19艮　池　田　ま　少　子

14R　野　癖　真　知　子

何気をく見てhる花鳥にも，それぞれ美しくそして悲Lh話が伝えられています。私たちは皆

よく知一1て；′1る六絹のものにつ1ヽて，その「レ、われ」を調べてみまし1㌔　との欄にはスミレしか

睾けませんが，頃を追って車きたいと思h増す。

野のスミレに愛着をもった晋の人の心を現わしたと思われる物語の一つ，昔ある人が醇の

野を歩tへて道に迷ll野宿することになった。草の中にふせていると島の卵が手にさわった。

うたたねの麻枕に「この卵はあなたの前世の子です。この野に埋めて下さ－1。」と告げられ

，夢からきめた旅人は亨っそく埋め．その後改めてみると盛一つある茸に紫の花が咲いてし1

た。これがスミレであったと言われてし1る。
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集
記

水　産　グ　ル　ー　プ

M白mber：税所先隼一．八並・校休．北口．樺山．古川

Pla．ce　：′‘左多大泊海岸

Tool　：カゴピソ，カナゾ千，クマデ，アミ，′守ビン′　ドライバー

撰集ビン∵：成幸・癌剖薄

8ate　：19る4紅8月8日～10日

8月8日

快膚．絶尋の銀行日和。

8：00虎児良市出発→12：50大泊着→13：50採集開治→17：30天伯東→18：

15：楕舎着

大泊到着後すく・遥食その御難関目：2。言輯舶砂浜には多種多様の貝の破片がちら

ぼっていた。j巴口君を徐き先生まで5名深さ50用頑後で採集。大小の石を程こすと特にヒト

デが多くし、た。所々のタイドプールで帝常目立って多くhたのが異色やこげ蒸色で体長7、・8

期程度の功作が非常に磯通夜カエルウオで為った。このカエルウオを採集するのに非常夜苦心

をした。その結果やっと3匹だけを採集することができた。また雪の穴や周に蛙ムラサキウニ

やナガウニ等も多放見られた。普通の海にも見られるようをものもわたがそれらも全部採集し

叱。

15時すぎから17時頃まで約4時間採集を涜け撮後に一ヶ所に集めてケると見たことがなか

ったものも多放いた。波が激しかったためもぐることを1．2回でやめたことが残念でならな

かった。璃射て帰るときはさすがに哲渡れて歩くことさえつらかった。宿舎で′一新色物．昆虫グ

ループが夕食の準備をして待ってll二を。平常ならおIlL－1はずの食事が嫡前のせ11かちょっと

まずかった。食事後採集品の空理。22：00就寝。

‾＿‘‘夢！

カエノレウオ（イソギソポ科）

工StiblennllユS Qn08iⅡ感由

S．59．8・8P．大泊海岸（14）

LⅡ息

＿？．＿



8月9日

快膚。前日同時気分快適。

8：00宿舎→9：00前日同様大泊着→9：50を歩で岬へ→12：08坤着→12：50ノデ

スで岬発→13：50大泊考→14：30穣集開始→17：10大泊讃→18：が0鳩舎着

5：50堪味。7時すぎ朝食をすまし環簸準備をして8：00出発しも昨日不参加の把コ薯を

加えてる名。大泊に着くと先生は採集をされるということでわれわれは途中の田尻海岸でも採集

する予定であったので岬まで徒歩で行った。かえって虐歩の方が山越えをしたり軋尤海岸での非

常に楽LL、ときもあってよかった。ヨ酎完海岸に約1時間し1たが実際に廉集した時間は15分積で

あったせhか全然採れ凄かった。丁匿12：00坤に着hた。岬に着くと急に人数がふえてにぎ

やかになった。12：58のノくスまで展望台の方へ見物に出かけもその時は疲れもとれて元気

hっばいてあ→た。さすがに岬からの醜めは遠く種子島も一望に見られすばらしかっも12：

50岬を出発して15：50に大泊に善し1た途端に空腹を感じた。先生との約束の時間を大分経

過してhたことも気にかかってし1た。空庵に耐えきれなく持参していった飯食を砂浜で炊いて5

名で確詰め2個をがらも如へしく食べた。それから採集に行こうとした時に生先に会っも

先先も心配されていたので非常に気の毒で覆らなかった。14：30採集開始この日は前日採れ

なか〔たものだけを採集Lも革にトゲアシガこ．ミナミタテホ新年ソフイフォリス，。ツヒ

イオフイオフ　ォリスミラビリス・ヌノメイトマキ・アソフイウラエスツアリ等弾にはめずらしし1

ものぽかりであった。岩の方々にウニが，そのうちの大部分はムラサキウニとナガウニであった

壌い所の岩の下に宜ヒトデ等の碑皮動物が，又タイドプールには海藻や貝等，又1c椚～2′潤の′ト

句類と多確であった。先生もタイドプールで多数喋生しておられた。一咽と加えで項類が饉吉に

夜→た。17：O P笥喋集をやめて17：19大泊を出発して宿舎に向かった。宿舎では一部の

人を除いてはl頂とんどが帰って培ていた。夕食後軽増をした。虜集はこの日で終わりであったの

で荷量りをした。佐多の夜も凌後とあって曲のグループも全員，庁くの海岸に散歩に出かけて星を

挑めた。10E】は8：30灯尭児島へ出発するため帰りの準備をすまして23：00就寝。

8月10日

q∴ヶ月につづき庚膚。

8：盲0侶奮発→9：30船で山川へ→10：30山川漕Jll：00汽車で山川発→12：

3口踵児島市着

超乗る：00佐多採集床行最後の日であった。7：00朝夕。8：303日間世話になった侶奮

忙別れを告げて出発，巷まで行った。船が佐多を准れると備しみ深かった。山川へ牽くとすぐ汽

車に乗り準え12：30荷電児島に着・1ブら　三日間であったがなつかしくさえ思われた。採集品

の審理のために学校に行きタダピソから標本ピソに移した。あとは名記をするだけとなり佐多旅

行も無事に成功を修めて終わった。
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以上，佐多採集確行の酎己です。下方に勧プてあるのが会軋つ謀養成行で探圭したほとんど全

部です。分かりやすくどのような場所で採集したのか記憶のある分だけ説明しておきます。

一一一－－採集品リスト

ヤツデヒトデ　　　　　　　　　　　棟皮動物門

了ステリアス科　　　　C08Cina欝terla∈　aCnti∈】plna

分布　′」、笠原諸島　僑美大鳥から九州　太華軒部

水深約20C舵のとこうの石の下にいた。

エゾヒトデ　　　　　　　　　　　　豚皮動物門

アステリアス科　　　　　AsterlaS amはren818

分布　僅太から東京湾まで　富山湾

水深約50C仇のとこうの2つの石の間にあった。

了カクモヒトデ　　　　　　　　　　　種皮動物門

オフイオコマ科　　　　　Ophlocoma brevlpes

分布　印度太平洋

水深約10cmにあったやや少さめの石の下にいた。

マグラウヱ　　　　　　　　　　　　　種皮動物門

ヒラタウニ科　　　　　　PSQudObale也a］maOuユata

分布　南九州　印度洋　紀州　訃辺湾

水深約50cmの底の小さい穴のようなとこうにいた。

了カウエ（ヒラタウニ）　　　　　種皮動物門

ラツノくウニ科　　　　　Ps飢止OCentrOも18depre∈H孔18

分布　北海道南部より九州にわたる浅海

水傑約50‘渦の岩の間にこびりついで蝿。

ノくフソウニ　　　　　　稀皮動物門

ォがアンウニ科　鮎血ec簸m8叫Chevri聖
分布　本州北端より九州端。日本固有積

水裸約30C仇にあった石の下の小声n穴の中に†、た。

サン∵／ヨ　ウウニ　　　　　　　　　　　稀皮動物門

サン∵／ヨウウニ科　　　　でemnoplC氾811∈；七0VelユⅡatlenS

分布　印度太平洋　紀州田辺湾　磋南地方

シラビゲウニ

オオバフソウニ科

分布，i己州以南

トツ　タリガソガゼモドキ

ガンガゼ科

分布　印贋太平洋　紀州

碑皮動物門

TrlpnelユStes gra塩11a

頼皮動物門

址hlno七士r土Ⅹ　CalaⅡ毘rl日

当辺湾　頗南地方
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文ノメイトマキヒトデ

アステリナ科

分布　索己用より奄美大島まで

7ソフ　イフ　ォリス

了ソフイウラ科

確度劫物門

AStOrlnaqtOrllユzOnlcu8

頼皮劫吻門

Amphipholls kochii

分布　庖頗湾　青原湾　三埼　伊豆　天草　富瑚　ウラジオストック

ア／ブイウラエスツアリ

アンブイウラ科

分布　三崎　的天湾　英呉湾

オフイオフ　ォリスミラビリヌ

アンフイウラ科

分布　オホーツク海　面避湾

オフイオクラシス．マルタタンネリ

オフイキキトソ科

確度瑚物門

」触購虹1はra a。Stuarli

五ヶ所湾　七尾湾　天草富周

雅皮動物門

AphiopholiS　工痕rablls

青原湾　金華山付近　相模湾　日本海

稗皮劫物門

OphloeraslS marktanneel

分布　三崎　相模江ノ島　伊豆手石島

オフ′オッリクス．マーし′ユ／ツェリ　種皮動物門

オフイオツリクス科　　0捌1iotrixI凪rengellerl

分布　堰愚考　東京湾口　天草富凋　鹿児島湾

スベスベマソヂュウガニ　　　　　　宮足動物門

オウギガニ科　　　　AtorgatiS floridus

分布　雇用以南　印置太平洋　濠用　紅海　南アフリカ

水深約20C椚のとこうの石を哩こしたらいた。

トゲアシガニ　　　　　　　　　　　　節足勃物門

イワガニ科　　　　　　Perchon plani88imlm

分布　ハワイから横川　ニュージラソド　印篭　紅海

非常に働作が速くタイドプールの大きを石の下側にいた。

イリガェダマシ　　　　　　　　　　　痛足伽勿門

イワガニ科　　　　　　PetrOliRthes jap血Cu8

分布　宮山湾　房州以南　′j、笠原島　舟求　香港

水深約10期のやや′ト音やの石の下にいた。

イソスジエビ　　　　　　　　　　　　節足軸物門

テナガエビ科　　　　　　手塩laemon　随Clflcuβ

分布　北海道以南の太州各地　マレー庫島　ハワイ

タイドプールの大き奇石の下細で多頑いたのを網ですくっも
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フタミゾチッポウエビ

チッポウエビ科

分布　日本各地

チッポウエビをドキ

ヌマエビ科

分布　南日本の太平洋岸

カメノテ

ミョ　ウガガイ科

窮是執拗門

Ail〕heuヨ　biq－incistiE3

節足劫吻門

BetalユS Granlユ11man118

二碧悪書遺品

帝足効吻門

血吐tolla mltQlla

分布　本凧以南　マレー諸・島

タイドプールの水上のとこうの岩に多種一見鳴物のように見えていた。

ムラサキハダカエポッ

ハダカ工だソ科

分布　本州各地　マレー諸島

オカダシダムy

シダムシ科

分布　南九州

ヒメカニノテ

サソゴモ科

帝足動物門

主ねteral白paS qはadrat。

節足効物門

吋rioc蕃us Okadal

海藻門

血喋血iroa．misakienSlq

分布　表日太中部

′卜さいタイドプールの岩にはえていた。

ヘリトリカニノテ　　　　　　　　　海漢門

サソゴモ科　　　　　　　Am世11roa cra88土1凪

分布　表川北l謂　表日本中南部　裏日本中部

′j、さ・1タイドプールの岩にはえていた。

イソバリ　　　　　　　　　　　　　　海嶺門

サソゴモ科　　　　　Amp上11roa rlglda

分布　表日本南部　小笠原諸島　大西洋

タイドプールの壌t・へとこうにはえていた。

トサカノリ　　　　　　　　　　　、海藻門

トサカノリ母　　　　　」融白rl∈沌Oth。Ca paplユ10（〕a

分布　表日本中南部　頭声内海　九州西岸　台湾　ポリネシア　的獲穣　明津海峡

アマクサキリンサイ　　　　　　　　海津門

ミリソ科　　　　　　　　＿臥lCh白はma aII乱立はSaenSIs

分布　九州西岸
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オバナバネモ　　　　　　　　　　　　海牒当

バネモ科　　　’f‘致すOpS土S士ⅣuOnOid朋

分布　北海道西南筆　太十日ヒ邦　壕・州　天碩ノ雫

々イドプールの岩につしってレ1た。

タマミル 毒薬門

ミル科　COdh皿manlllosum　馳′rV野VaV，mimlS O・S〔拉Ⅲ批

分布　表日太由南部　南西諸島　九両ヒ岸　アメリカ西岸

水爆約50欄のとこうにあっを。じ

トコブシ

ミミガイ科

分布　日本各地

永喋約20C餌のところにあっち

ウズイチモンク

軟体動物門

Haユ0ti∈；（Sulc11lu，S）japonica

政体動物門

ニシキウズ科　　　　　　Trochus sacellum rOta

今市　本朝中部以南から九州

ミスガイ 軟体動物門

ミスガイ科　　　　　Iも殖at土na′て坤SIs

分布　木沖l中重犯攻南から琉球　台湾　印度洋の曖海沿岸付近

水轢約10cl汀の浜に針車㌔

ミドリアオり　　　　　　　　　　　　牧体動物門

ウグイスガイ科　　　　P土nctada一丁凪naSeSae

分布　軋実大島　放球より南方の暖海の伐海

ビザラガイ

ウェビザラガイ科　　11010回mra japonlea（もischke）
Chi tOnidae、

分布　日本各地　職種β

岩感包く瑚鴫

ビロードトゲトサカ 畦湧動物門

チヂミトサカ科　　　　Ne．phthea oreeta

分布　相脅琴　克己州沿岸　マレー群島

ヒメインギ／チ　レク

ウメポッイソギンチャク科　Antho pleu＿ra aSiat土Ca・

分布　九州から傾戸内海沿岸　太平洋除幕　甘怒海沿岸

タイドプールの石につレ1てい1㌔
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ミナミタテホシムシ　　　　　　　　環形動物門

タテホシムシ科　　　　AS Pid＿OSiIhOn Steen8　tru伍

分布　奄芙大島　琉球列島　熱帯・亜熱背の世界各地

ケヤリムシ　　　　　　　　　　　　　環形動物門

多毛虫類　　　　　　　　Sat）ell a∈托arteiIldica

外布　秋田県南部以南　印度太平洋　壊相　南アフリカ

ミズヒキゴカイ　　　　　　　　　　　環形動物門

多毛虫類　　　　　　　　Aud0uinia comosa

分布　北海道茜南部以南　勃海湾　マレー′群島

水深約20C旅のとこうにレ1も

シマスズメダイ　　　　　毒物物門細

スズメダイ科　　　　　　Abu且ef（hlf sordユdus Porskal

分布　本朝中部以南　東印度諸島から印獲洋西瀾

体長約1C視でタイドプー′レに多数いた。

クモハゼ　　　　　　　　　　　　背椎初物門　穐綱

ハゼ科　　　　　　　　Got〉ius fnSClユS：Ril同率11

分布　紅海　印定律　太平洋の熱亜熟帯

異みをおぴた蘭色でタイドプールに多数レ1た。

カエルウオ　　　　　　　　　　　背椎動物門　魚綱

イゾギソポ斗　　　　　　工st土もlennltlS enOSiII凪e　一

分布　八丈島　相模湾以西の南日本から琉球

唱色で総長約7～8cmで非常に動作が速く捕えるのに苦心したタイドプールに多数し1た。0

ムラサキカイメン′

カイメソ科

分布　一世界各地　日本各地

水深約30e初のとこうにし、た。

ツポアミカイメソ

カイメソ科

海綿動物門

HalicloIm pm（〕111〔∋

海綿動物門

Callyspohgia conf．0由eIata

分布　本州中部以南の浅海　マレー群島　印度洋　濠州

水深約20C舵のとこうにいた。

尚，以上に記した以外に末名のもの2確。

他にも数種採集したが足が切れたりしたので標本にはできなかったものもある。
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参考文献

原色動物大国落　花

原色動物大図蔑　頂

原色動物大朝濃　Ⅳ

瞑色目太海藻図悪

原色日本毎岸動物跡整

ワスl／ナグサ

北路鰯

北‘・ノ冬京

北蜂濱

猥育杜

撰育社

イギリスにルドルフとレ1う湧士とベルクと呼ぶ乙女がありました。二人は愛しあった仲

で．近く結婚する喜びを抱きながら月の光に照らされたダ上一一プ河畔をそぞう歩きして

し、ました。刺貰う夜にふと岸辺を見ると．可顔を花が咲いていた。ベルクはそれを見つけ

て言し、ました。「あの花をどらん夜さい。なんときれな花でし上う。でも岸・蔓でばね。」

「レ、やベルタあの小さい花こそ君の美しレ、葉に似あケ花です。忘れないうちにとってさし

あげましょう。」

そう言って彼は水にかどりこんだ。そうして花を喋って恋人の足もとに，これをささげ

ようとしたのですが，水に流されて，なかなか岸にたっし凌レ可ゴか　か　だんだん探し、方

に橋されました。しかし彼は水をくぐり査がら必死に花をつかんで「べ几′タ」「ベルク」

と呼びながら近くにおよし1で花を投げ，「もや忘れをレ、で」と周こえたかと思うと，また

水の底に沈みました。ベルクは恋人の命にもかえたこの花を，狂おしくも胸にhだき，ル

ドルフを呼びつづけましたが，彼の姿はつ助に見えず，hつまでもそこに泣きくずれてレ、

ました。

この悲しレ1出来事を知った乙女遠は，ダニAイブの岸辺をさまようごとに．はかなく死ん

だルドルフの壕を指さし，その葺花もフォゲット．ミ－．ノットと呼ぶように夜→たとし1

われてし1ます。
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議2回　佐多岬採集旅行

MbT正治r：由内考壇．宮脇遠戚∴平　繁人．璃木　．帝勺　　　もeader：宮地伸夫

〔文〕宮脇l讃蔵　〔リスト〕籾木．西
l．1

8月9日，宿舎までバスを確りてから約1キロメートルその途中，まづクテハモドキを〃と

目をひからして歩レ1てレヽると，たんばのあぜ薄に赤炎色のタテハモドキが巧頚ノ兎びまわってレ1た。

去毎は台風のすぐ後だったので，完全なも・つ妓少なか一、たけど，今立は台軋り甘獣ままだなめせ

lハか　完全なものが多かった。八月の御めなのでまだ秋租は見られなかった。′肩簿に落ち着hて

から付竜の採薫凌した。タテハモドキはできるだけたくさん環うと思っていたので，必死に網を

ふりまわして採集した。二十頚も采るとさすがにもう採る気がしなくな〔た。そこで今度乙′‾よ痩媒

などはレ「なレ、かと捜し歩きはじめた。まず佐多壇業高校へ行った飢　そこには何もい夢なかった。

一応縮告へ帰り再び牽備を襲えて今度は小学校，巾学校へ行った。途中，ギソモソウスキ（ソロ）

チョウを見て過し（かけたが，見失ってしまった、これが今境の旅行で見た健一の速成であった。

小筆槙で・1トウワタを多く見たけれど　カバマダラの幼虫の食乞んは全然見られ夜か→た。運動

場などにはタテハモドキが多かった。中学校まで行ったが何もし1悪かった。

夜になって，虔後，竜虎に集まってくる昆虫を片っぽLから採集した。71メムシ顔が多く見られ

た。

8日10日，この日が我々昆虫魂の童も清瀬する予定の目であった。伊塵東の宿舎を出発して

鳩泊から川をずっと上り，それから旧道に出て大泊方両へ出る予定であった。この日，我々はツ

マべニチョウ痍塊を目的としてレ1た。去征途巾まで行ったことがあるので，途串ギョボクのある

所や，佗の咲いてし、た所などご一まだし、たし1わかってレ1た。用をの：′空っで行くこ′C従って，今在は去在

より暑かったからであううか，花眩もうすでに盛りを過ぎて，吠レ1てレ1るものはあまりなかった

ギョポクを調べたが新しい食こんは見当らなかった。途中やっとツ・マべこを一頭見たがはるか遠

方の，谷を満てた月の車で吸水をしていたので，とても採集できなかった。それから少し行くと

lハよレ、よ山の中に入っ7㌔　庚を運ぶ枕木の橋みたレ1夜，危っかしレ、道を川に沿ってずっと上って

行く。程よい場所で休息をした。そのすぐ近くに吸水に棄てし、たモソキアゲバを二頚捕えた。さら

らにその紺近でカラス了ゲバかミヤマカラスアゲハカを見たが捕えることはできなかった。

デっと奥に入って行ったが途中で道がわからなくなって，迷ったが西へ茜へと進んだおかげで，‘

旧道らしきものに出ることが出来た。途中でくされかかった木の串に，ウスバカミキリらしきも．

のを見たが，その木の中に巣があると見えて，つつレ1たら中の方へ逃げて行ってしまった。また

，ただのクマムツを－或採集した。またハチ類もハナノくチやペッコウ溝を教頭採集。旧道をずっ

と歩レ1てしハったら名波頑に出た。時周もあったので，そこから志lハて大泊まで行った。大泊の海

岸でタテハモドキ葱見たけれども，ほとんどが渡れてhて不完全晶だった。それから浜．星で，イ

カ」を／ハン　コウを四魂采集した。これが胡侍した一日の渓廃品かと思うと，がっかりした●
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冤で判のごとく甘酎C革まってくる昆虫を穣廃し牽。今年擢蓉在葦比或してiあ‘まりノくッ＝丞「

かったように1号われた。

〇　アゲハチョ　ウ科

アゲハチョ　ウ

モ：／キーアゲハ

タロ了ゲバ

C夕子ハチ1・ウ科

ヅマグロヒョ　ウモン′

クテハモドキ

Cシロチョ　ウ科

キチ1ウ

cクワガタムツ科

ヒラタクワガタ

ノコギリクワガタ

0ゴミムシ科

’アオゴキムツ

Cコガネムシ科

カドマルエソマコガネ

7チトリ了ヅノくコガネ

Cガムシ科

キイロヒラタガムシ′

ヒメガムツ

Cミヅノくチ科

ル年モソハナノくチ

スジバナノくチ

Cぺッコウノくチ科

オオモンクロべツ　コケ

Cヒメノ戸チ科

クロ呈ラヒメバチ
ウ

0テント鎗ムシ科

抱pillo xnthus

施pilio helenu・S nicconieo

Argyreus士押rbhS
PrecIs．almana

Eurema heca‾be　Ⅱ乱n且ariIla

1　　5　　1

SerrognathⅡS titanus pla鞍meluS Sal1nder白2

P8all（10rem18incllnatnS伽btscb・は1日吋　　1

Chlaenhは1盟11ipes Oel〕1er

Ontho如率18　ユenZii血roユ且

EnochrlユS Simllans Sharp

Sternolo碑1uS rぱ土ues PabrlCiu．白

で吋reus japonicl1日Friese

AnthoIhOra fユOrO楓Smlth
久．

Anopllus samrlenshヨ王も11a′β

でro卯S arrOganS Sm土也

ェブコウノホシテ／トケ耳pila－Cbna sparsa Or土entalisI九eke　　1
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0ゲソ＝ハコケ科

コジマゲソゴロウ　　　坤且at1cuS gram1icnS eemar

Oオサムツ科

コゴモクムツ　　　　　　王もrpallユS trid＿enS MbrawitZ

Oゾウムツ科

オジロアツナガゾウリムy AIcidOd．es trifjauS　　臨scoe

Cヒメゴキブリ科

をりチ‾ヤノくネゴキブリ

0サツガメ科

キイロサツガメ　　　　　Sirthenea flavipes Stal

ヒヤシ′ニ／ス

スノくルメ王了シリウスの良子にヒヤシンスとし1う美少在がいて，日の神も乳の神も愛し

てレ1ました。が，ヒヤッソスが日の神と親LLへのを風の神がねたみ　日の神と円盤投げを

している時大風をおこした。それでアポロの投げた円凛が少毎の頚にあたり死んでしまっ
の

た。アポロはとても悲しみ葬むった。その頚の血もしたたりおちたあたりから底，やがて

紫の色墳レへ花が亨レ1た。これは少毎の化身で・ちううとl▼寺の人はこれをヒヤシ∵／スと呼ぶよ

うになっプ㌔

掃17－



瑚採1
「

．

I

I匪

ニ事前朝宗浩．吉元睦男，林　鼠芝原章夫

二簿采集場所　佐多一円

尋採葉掴　1964．8月8日－18日

桓酎垂］i
－　植物グループ－ー

8日　産食後　伊坐敦の海岸にそった所や，すぐ近くの神社の境内などを採無した。この日は

12蜂褐ぎに鳩舎に着いた。昼食を取り．それから採集を始めたが，何んとなく忙LLへ

日であった。

9日　8時凋ぎ伊坐敦を発った。その前に国の指定をる史跡．佐多旧洛軍属を見学する。ここ

では．′工戸時代の音から廣草木を栽培したと伝えられてレ1る。ちょうどここは海岸の方

の山のふもとにあり，冬の北から季節風がうまレつぐあし1にさえぎられてレ1る。

リュウガン′・レイシ・オオノてゴムノキ・アカテヅなどの頬骨珪鳴物がよく繁茂してレ1る

特にリュウガンが多かった。又日太一であるといわれる豪用タイソスランド原産のオオ

バゴムノ車の大樹は写真にかさめたゎほどの啓観である。私たちが見た噂は台風のせレ1

だううか．上の方が少し折れていた。去毎も今年もここに来て気付いた事であるが，も

う少し手入れをよくしたらよレ1のにと思った。

きてバスで約40分　大隅半島最南端の雁一の町　大泊に青く。ここから佐多坤まで

はロードパークが出来てレ1るが，私たちは海岸に出て．そこから田尻へ出る旧道で採集

することにした。

f
鹿児島湾

仁ゝ

一＿｛）

、
－
ノ

、
∴
∴
′
・
・
∵

枇格島

大泊

この旧道は東西の200仇級の山の谷間

に沿ってぶり鳩は約1叫立。

途中ビロウの自生しているのを発見した。

ピロウの育レ、突沸落ちていたので冶って

学校に想えた。この前でrぅ己念写真を一枚

とった。

旧通を出て，ロードノて－クに出ると月見

の指事の見える坂に夜る。沖にはビロク

やその他の嶺功で有名な杜藤島が見える。

太　平　溶　　このロードバークには，ノくナナ．ブーゲ

ソぺリアなど庖えてあったが，ほこりを

かぶってち上つとかわし1そうであった。

甘えの海岸に出ると，そこで昼食とした。

東急を持って来てレ、たので．水を氏家に
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もら・レ1に行き，砂浜でマキをくべも　これが以外まほどの上出来で食欲をそそった。

又大泊や掛兄の海岸に∵L　ハマオモト，グソノくイヒルガオ，ソテヅなどの群落があった。大泊

海岸は本土唯一のスナズルの自生地と増しっていたが発見出来なかった。

Cイネ科

Cマメ科

Cシ′ヨウ科

0ウラポッ科

cヤナギ科

0モクセイ科

0トベラ科

cツノくキ科

Cキク科

0スイカズラ科

ビロードキビ

バトムギ
与

イタ曳ガヤ

ク＿ズ

ナクマメ

ハマナクマメ

ミヤコグサ

ゲットウ

オオノくノアマクサツダ

ケシ㌣－　ウヤナギ

ネズミ吾チ（タマツバキ）

トベラ

ハマヒサカキ

クマノギク

ヤブタビラコ

ワダノ

ウスペ劇ナ

ホオコグサ

ソクズ

－i tll

泊

　

敷

　

泊

坐

大

　

伊

　

大 泊

　

致

坐

　

′

　

が

大

　

伊

滑

大 泊

大　　　泊

大　　　泊

大　　　泊

伊　坐　敷

大　　　泊

伊　′華　敷

大　　　泊

伊　坐　激

■

伊　坐　敦



ノヽクサニ／フギク

キダチニソドゥ（トウニン・ドゥ）

0・クマツゾラ科

ムラサキジ寺プ

すオムラサキツ寺ブ

クサギ

こユリ有・

キキョウラソ

Cヒルガオ科

グソノくイヒ月／ガオ

Cフジウツギ科

コフジウツギ

0オトギリ科

コオトギリ

オトギリゾウ

0セリ科

ハマポウフウ

7村タ：／ポウ∵7ウ

ミヅノく（ミツバゼリ）

0ブドウ科

ケサソカタズル

ー⊥ユニ：キ二子蔓塾

二三こフご＿寺ニ：手

0ヤマイモ科

ヤマノイモ

0カヤツリグサ単

コゴメガヤツリ（マスクサ）

／／・－ナサン「カクイ

cィグサ科ノ

スズメノヤリ

cニッキギ科

ツルウメモドキ

cクワ科

イヌビワ

＿・．ウ　∩－

0タヂ科

大　　　泊

〝

大　　　泊

′

伊　坐　敷

大　　　泊

大　　　泊

大　　　泊

大　　　泊

′

大　　　泊

伊　坐　敷

■

大　　　泊

伊　坐　敦

伊　坐　敷

大　　　泊

′

伊　坐　敷

大　　　泊

大　　　泊



ハマノコツりヌグイ

イヌクデ　′

0キソポウゲ科

センごこチリウ

ウマノアシガタ

0ケツ科

ツルキケマソ

Cミカソ科

イヌザソシ′ヨ　ウ

Cバラ科

キンミズヒキ

ノイバラ

0トウダイグサ科
ごL

かズlレヽ

アカメ琴

大泊を書レ、てあるのは　大泊海岸から田尻への旧道での採集

参考文献

牧野新日本値物図濃

伊　坐　東

〝

伊　で、栓　救

大　　　泊

伊　そ、匡　敷

大　　　泊

大　　　泊

′

大　　　泊

〝

昔のこと　ゼイラーという美しレへ乙女がハムエルという乱暴を男に，いlハ番られた事が

あ夢ました。しかし乙女はどうしても，その望みをきかなか〔たので，ハムエルは乙女を

にくんで，魔女であると言レへふらしました。そこで乙女は火刑に処せられる事に念りまし

たふ無実の罪に潜とされた乙女神はあわれみ，燃え亨かる火を消しとめました。すると，

火刑住から芽が出て綻白の乾が咲き出して乙女は無事に政われて，この化の下に立ってレ1

まし1と。そこで当碑の人々は．この花こそは人類がエデ／の楽項をかわれてから嘆いたノく

ラのEで，紅いのは火のつしハたもえ木九・ら，白レ1のはまだもえ壊しつとこうから吠レヽたのだ

うう七倍ずるようになりました。
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牛の眼球の解剖

昭和3　9　勾三4　月3　0　日（木）

ノー一一．－・・一一一．、

ノー｝一　ノ一・一　‾ル“、　　ヽ1、

ノ′‾∴霊議放熱ご＼＼

／

′

ノ

應

点

載

ば

．

、

＼

＼

＝

／

！

．

′

1

－

1

1

、

八

∵

t

．
、
．
／
－
！
．
（
＼

1
＼

＼
ヽ

←強膜
＿脈絡膜

、＼－‾　ガラス体
－．．　－

水晶体

・∴t、‾、・

し＼

22R　菊　谷　幸　枝

21R　巾・頑　美智子

わたしたち二人と一在宅をまじえて行査ったこの

瑠剖の時の且康をか知らせします。まずこの牛の虎

は真昼の文化襟の顔に使ったものを使いました。だ

いぶ卦ハ問保存してあったので少し変色した部分な

どがありましたが，そのままを書きます。

1・1通牒の周辺についてレ、る肉を取り去る。

2・水晶体に平行に切断する。

3．ガラス体を取り出す。

4・水晶体を取り出‾㌔

息求の周辺には屠殺場からもらって来たばかりの

ものを保存してあったので，肉がつしヽてし、て多少気

特が悪かった。水晶体に平行に切所すると，透明な

卵の白味のようをガラス体が出て来る。ガラス体は

今にもこぼれそうなのに，こぼれかハ。

網膜の内副は盲点へ丘かづくほど偵レつ紺色をして

レった。盲点付1かま康彦色をしてし1る。（ホルマリノ

に入れていたから，何にか変色したかもしれなレ1。）
I

水晶体は前の方が平らで後の方がせるみを帯び

てレつる。先生は，この娘球が今死んだばかりの牛の

服でその水晶体に水をかけると，水晶体が果実の皮

をむくようにはがれて1ハくとか→しゃた。しかしこ

れは相当，時間が経過してレ、るし　ホルマリノづけにしてあったので，こんな事は見られをかっも

水晶体をとかして壌色がよく見えるのに，切断して見ると内部はうずを巻いたようになってし、る。

うずを巻し、ているのが外側から見えをし、のは，少し不思議であった。

以上．解剖中に知った軋　見た事を尊貴ましたが　材料が古かったり，魂の方がち上と…‥？

などで不完全でした。
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喋飼育余談

我が家の幼虫コ　ンクール

15R　今　村　啓　子

「壌よ花よと歌われて」と言う言東があるが，厨よそ戒と名の付くもので「髄の」と言うもの

はなし1。アゲハ嬢やマダラ城の大型のものは言うには及ばず，タテハ凍利のイシガキチョウ，リ

ュウキュウムラサキなど，どれも皆虜美をものばかり密。それに又，！」、尊をシジミ媒類は本当に

愛らしく，駄珠と言われるセセリ煤ヤク．ヤノメ謀でさえも，そのひとつひとつを手にするとそれ

なりに何とも言えなし、美LLつ鱗粉にかわれて吊るものである。

さて，その礁たちも鳩の時代　ある山はその魂の幼虫の噴債，礁好きを私でさえもさすがに美

しいとは呼び雑h形態をしている。彼等がそれぞれの食草の黄に卵としてこの世に生まれを受け

た時，それは′ト書を小さな丸レ1玉のように見える。しかし，その卵も拡大してみるとその時から

すでにもう，それぞれ彙った形の美しレⅦ輝きを祷→ている：昔がわかる。その卵がやがて時を繹て，

殻を破って出て来た時それはそれは可愛らしくて，迷レ、子になるのではないかと気が気ではなレ1。

大方は頚も尾もわからなし1その虫が，食草を食べた時の喜びは何とも言えをレ1。やがてひと眠り，

ふた眠り，芸要一し？っ脱皮して渡等が終合幼虫ともなった時は何ともグロテスクで　もうそ

こには「可愛らLL1」と言う言廃止涌用しなく夜ってし、まう。彼等のほとんどがまだ成虫のあの

うるわしへ羽の面影をどこにも感じさせてはくれかハ。あでやかを朱のソマベニチ，クでさえ．

大きな線色の幼虫は無気味，夜様相をしてレ1る。カラクチャミカンに生するアゲハ漢科の幼虫も初

めて見るとあまり気持ちの良レ、のではなレ1。

こんな虫の中で．我が家の皆に「女王痩」と呼ばれてレ、る幼虫がいた。彼女は頭に王冠をレ、だ

hたような姿で，しずしずとガジュマルの枝を散歩するのである。その晶の良書はひときわ目立

っていた。それで彼女は我が家の幼虫コック車ルでは常に必1を誇っている。放射まやがて瀾っ

化してあの優美をイシガキチ！ウとなっていく。

第2位はかくマダラだ。彼女も叉　上品を悌滴の着物を着ていて気取って歩く。その上少々神

繕質で，絶えずそのる本のアンテナを劫かしつつトウワタを偵察する。何と言っても彼女の最大

の強みは，その球くばかりに美し叫鳩だうう。まるで宝石のように美しく・とても他の蝿たちは

争え夜レヽ。

所で先頃，メスアカムラサキの幼虫3匹をいただき飼育した。彼等は（羽化した所骨盤だった

。）全身をトゲで武遺し，忍者のように美果を衣装をつけてすとんでいも　スベリヒユをたら腹

食べ込んで，やがて癖になって天井にぶら下った。そこまではどう見てもまずコンクール入賞は

難しいと思った。7・－10日経て姉の背中から脱出し，かもむうにその羽を広げた時，あまりの

美しきに私たちは見とれてしまっも漠h藍紫色の羽には白レ14個の紋が神秘的灯輝いていた。

期せずして渡は一成幼虫のkni密ltに推薦されてしまっもサリトサイバラ戒の城主ルりクチ
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ハや，南方生まれの了オクテハモドキの幼虫たち軋さしずめそのkn蝮h七藩軽を専イ貢元と

言う所だううか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　r一‘

シトロオピアゲハの幼虫はアゲハ雅藻のグロテスク書からはのがれる雨もなし1が，かって喜界島

から成虫を送ってもらレ、．苦心の赤環まで育て羽化させた事があるので，私にとって忘れられ夜

レ、愛すべき幼虫のひとつである。それで彼は特別賞に入賞させた。

ここでもうひとつ残念賞というのがある。これ妓レ、つ　おまけで空くじを引hてレ1る弟の発案

によるものだが．その残念賞をもらったのは奄美の島にレ1るイワカワシジミである。谷川のそば

の巣や凛にイワカワッジミは産卵する。膵化した幼虫放棄の中に穴をあけてもぐり込んでしまう。

小言いながらも一成の主となって中の実を食べてその中で婦になるのだ。私農はせせらぎの音を

聞きつつ，へゴの群をかきわけをがらクチナγの実をたずねてまわった。実の外側に生々しい虫

の食べかすを見つけた時，宝物でも見つけたように喜び合った。そしてその小枝を折っては大事

に持ち帰り．瓶にきして飼育を試みた。でも何と言う残念を革だったうう。それは何回やっても

失敗に終ってしまった。途中でクチナシの実が枯れてしまって．つレ1にイワカワシジミは私たち

の手によっては羽化してくれなかった。清らかな谷間の水が恋しかったであううに可愛想を事で

あった。

所で，我が琴のコンクールでhつもそのしんがりを勤めてレ、るのは，アカタテハの幼虫である。

彼はまるでつむじ曲りのように．わら草の集に食べかすと共にくるまってなくlれてレ、るので仕方

がなし1。ゴムラサキの幼虫も2本の角を立てて奇妙を姿しかしてレ1ないので，なかなか入賞は期

待できなレ1。

もちうん彼等は私たちにこのようなコソクールをまれてhようなどとはつゆ知ら・肴　常にせっ

せと食草を食べて成長して行く。それにしてもあの成虫のそれぞれの美しさの秘密は一体何によ

るのであううか。遺伝因子だううかb食草のどこかにもそれがあると言うのであううわ，おそら

くは両者の化成がもたらす世界であうう。そして本能とは言え，そのものが自分の食草である事

をど，し電知っている甲だうう。更に何よりも不思議なのは，多くのぶか？こうな幼虫が似でも

似つかぬナばらしく美しい成虫に羽化して行く革の神秘書である。これが自然の減らす造以め

たくみさと言うものであろう。

一：∵一



」ここ．－：
－イ　カの嘩剖　‥

59R　松　林　清ゞ胡

29R　芝　原幸　夫－－一一」

†2R　樺　山　　　博

これは11月1日，目盛日に行なったイカの解剖の記録です。．

＊目的　軟体動物を大きく区分すると，二枚貝，巻貝，頭足類の三つのグループになる。それら

の中で最も発達した頭足類で，手に入れてすりイカを解剖して，その形態を調べる。

＊材料　シシイカ（生きてレ1る0をとることはむずかしいので．魚屋さんr頼んで新しいものを

手に入れた。）

解剖器（カエルの場合と同じ）

ポ外部形態

①材料を水洗hする

②蝮面を上にして解剖Ⅲにのせる

（勤外部形態を調べる

・洞は外とうで取りまかれてレ、る。資料によると外とうは凄状に繊維が並んでし、る強い筋肉か

ら出来てし1て，強くふくれたり，ちぢんだりする現象があると書かれてtハたが見られをかっ

も「するめ」が横に書けるのも，この構造になっているからだうう。又表面には．あづき

色や黒，灰色をどの班点が見られる。

．外とうの端にううとがある。，外とうがひらかれて　まわりから取り入れた水の出口である。

強くはき出す時は，いきふレゝよく前進する。（ロケット運動）胴のまわりにひれがある。

ひれの形はイカの種類を区別する手がか少となる1又泳いでる時に水平の安定を保つO

．頭は足のつけ根にあり，左右の戒はレノア収として歳も原始的なものである。足の中央に，

あごがあり，強い簡肉のかたまりに包まれてし、る。これは口球とし1われてhる。あごは鋭く

とがっており，窯礪色のオウムのロゴLに似ているので「とんびがからす」とレ、われる。

・良し、足を線輪とレ、レ1，えさを取るの忙使われる。短レへ方を腕と呼び，これでえ書をロに運ぶ。

暁は対，背面の中央を境にして左右に同番号で1234とし，5と4の問に娘蘭がある。

．吸盤には，まわりに角質の項がはムってレ1る。タコの吸盤にはこれがなレ、。

．趣頭部の観察

・左右の腕の間を注意して切り開レ、たが，強く押さえすぎたので失敗した。その上に項を，か

わかぷさるよう咋していたので，この時あうき色の液がとびでて来て液を頑にかけてしまっ

た。

・狼のレソズ（水晶体）は直径5前肢程度の球であった。頭足類は眼球の奥行きを調正して，ピ

ントを合わせるように夜っている。人橋圧L　水晶体を毛様体の毛様筋で調正して行なう。

1＊　‥・
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米内部解剖

・腹側の中央線に　そって一直線に切開する。外とうは厚いわ少に．よく切れた。

・肝憶は最も大きい内蔵で．中腸腺とも呼ばれ，うすい禍色である。

・肝好の前面に墨汁のうがある。表面は叙十で包んだような色をしていた。敵に思われた時に．

この液をろうとから発射して姿をくらまし，その間に逃げる時に使うらしい。この液をスポ

イドで出してピーガ車に入れ，水に溶かして腸の椎にあてると，樺茶色をしていた。（セピ

ア色と呼ばれている。）

・外とうのヘリのところにある外とう軟骨と，ろうとのろうと軟骨二・。寺とは互いに組み合って，

はなれ夜レ、よう可こ夜っている。

・胃に接して1対のえらがある。へちまを対にして並らべたよう守こなっている。そのつけ根の

所にえら心頭がある。

・卵巣（谷では精巣）は．洞のとがった内側にあれ　三匹解剖したがそれぞれ色は異なってい

た。

・肛門はろうとに開いているから，ロと同じ方向にあることになる。

吸盤の角質の壌
ど

．

／
／
接
＼

米解剖の際にきれいに扱って，後で備わで食べた。味は最高であったが正油を付けすぎて，

からかった。

胴の長さは約10（瀾：胤は長さの約1／5・横断面は惰円形　盛，腕は灰禍色　！

をかびる。本州市乳　四乱九州，朝鮮のやや深い海にすみ，卵は食用になる。

一．！7－



イ　　ノ　　チ

19Rt　古　川　一　別

生物学の本とにらめっこするの軋　決して私の趣味ではない。又私はそういう柄でもない。

何故生物部に入ったのか，私自身にもはっきりわからない。しかし音から作ったりこわしたりす

るのは好きだった。もっとも作る方はあまり得意で吐なかったが。

生物部動物班の「員というのが私の名札である。といっても特別を泰はしない。解剖がそのほ

とんどであるが．簡単に言えば「切って捨てる」だけのことだ。ところが次のように言うことも

できる。まず動物を捕えて，解剖用器具を挫備する。準備ができたらメス脅入れlる。内蔵を見，

それを記録し珍らしい藩は念を入れる。終わったら整理してまとめる。と，こういう具合である。

歎上のすべてが大事なことであるが，どうしても緊張するのが生体にメスを入れる時である。

皮の一部をつまみあげたピソセットの先端がある意識を供査ってわずかに雇える。そしてそれを

切るメスも同じ意識のもとにかすかに凄える。「すべては学問の為である」、かもしれない。そし

てそれは私にも考えられないことではない。しかしノ；う考えてもわずかに雇えるのだ。切り裂か

れた体を見るのがいやなのか．あるい珠．実験が無意味に終わってし‾まうことを恐れているのか

いずれにしても，イキモノのイノチをうばうことのある程度の非の意識を供なっていることは間

違い態い。かれている木　しおれている葦を見て涙を流すほどの繊細な神経の持ち合わせは夜い

が．生きている物が告の前で死んでいく噂，私の人間としての感傷を呼びさますのである。私は

セソチメソクリストではない。それは自他共に認めるとこケであるが，ある時，ねずみの眼を見

て．今だかって見たこともない「早い真顔」を相像し，かつそのかわいらしさと美くしまに．

「殺したくない」と思うことぐらいはある。それは私だけではないと思う。感情を持つすべての

人が．どこかで，ある穐会に思うことではないだろうか。きっとそうだ。そしてそれでいいと，

私は思う。

「知は生命の泉をり」ということばがある。特別好きなことばというわけではないが，真理で

あると思う。私は知りたい。いろいろのことを．できることなら挫町中のすべてのことを。たと

えそれが不可能だとわかっていても知りたいのである。今まで，私の芋によって殺された′トさく

て大きな命夜教限りなかった。そしてこれからもきつと又殺すことがあると思う。しかしそれは

人間が生きる為の犠牲であり踏み台である。我々に都合良くとったらそれらのことは仕方のない

ことなのだ。これは決して曲解でもなければ，雅の意識からの逃避でもない。

入部第一回解剖記念のガエルの足の骨を今でも机のひきだしの中においている。無意味ではな

い。これから出来得る限り立派な解剖実験をするように努力したい。私は彼等の死に対して祈る

ことをしたかった。今．この紙の上で祈りたい。

－28－－



つ「．シ　ン　ト　ン　種　子

越　山　正　三

人呼んで私の名をヮシソトソヤシとい？．ています。加治良町の一角．前の鶴丸高又は県立一高

女の門番のようにして穫えている臣大な私を，牌児島の方は知らね方はありますまい。

学名　　　W誌shintOnia rOl〕Sta

t私の生叫立ちの記の概略を申しのべておきます。

昭和十年，隆下が鹿児島に大演習のためかこLになる六月のことである。腫下の大本営であり

御宿となる県立一高女では，あとに埴立した行幸記念碑の前に，色々な木を植えた。青野から米

倉さんが庭師として来られ，これらの木を植えられたのが縁となり，米倉さんは後に小使いさん

となり，自分で構えた木の面倒をみられた。

このとき鹿児島高嶺の玉利長助教授が私の育て親であり，実生で約五十位の鉢′漣の私．及私の

兄弟三本と「緒に一高女にもらわれ．生物担当の復屋東武先生と米倉さんのか世話をうける身と

なった。

始めは校庭の方に植えられていた。

それから綾，終戦に至るまで，一高女の娘さんと共に，私はすこやかに生長したものでデ。校

門の横に植えられたオーストラリア原産のユーカリ埠　頭ナリ「華島原産のフェニックス椰子と

共に，南方催物の本性を発旛してすばらしい生長ぶりを干し．終戦の頃にはもう一高女の三倍の

宅にとどく程，即ち十数米の高副rこなっていました。

やがて終戦による日本の教育界の革命は，日本の国民が夢にも考えてみなかった，男女共学と

という制度をマッカーサー指令で施行せられ，一中と一高女は仲よく鶴丸高におさまってしまっ

た。どんなことになるものかと初めは私共までこそばゆい忍をした。

＿第一代の校長として逆横川助熊先生をお迎えしました。それまでの一中．一高女の校長先生と

いえば，すべて帝大出身の名士の方が多かったのですが．はじめて高師出身の逆瀬川先生が迎え

られ，先生は就任の御挨拶の折，壇上で，埠里種子島の御両親が，今日のこの光栄と感激を知っ

たら・・‥‥と言ばれて，思わずバンヵチ一つをあてられた程であうた。‾

校座の一周ヤて一高女の同窓会館があり．後に家政学院と成りまし友が，私ははじめ，この同窓

会館の為にはポールよけ：てなるつもりで植えられたものです。

ところがだんだん私の背が伸びてゆき，同窓会鰹の窓の高さまで達すると，余録の先生方から

思いがけぬ苦情が出ました。私のプライドをきづつける破目とふりました。と申すのは，ワシソ

トソヤシが大きくなりすぎて，これをよじ登って，三階へ直接に盗舷が浸入するおそれがある。

それでこのワシソトソヤシを，どうか別のところに移植して下さい・‥・といわれたものです。

逆瀬川校長先生は，心よくこれを受けられ，私を鵬丸揺本閂の似て，移植することに決められ

－ヱり－



た。この時，私の移植をして下さったのは．前の米倉さんの弟さんであった。おかげさまで，私

は名実共に鶴丸高の門番か，護衛の兵士のような姿で，加治屋町界隅の名物椰子ということにお

さまる自分となりましたe

やがて武政治校長先生の時代となります。その頃，失礼をことに．県庁の方から私をもらいた

いというか声がかかりました。武先生は，この樹の所有は同窓会の意見も滞かねばならず，校長

一人の所存ではどうにもならをいといってかことわり咋なりました。

やがて池江平校長を迎え，史に先生の尊い死に遭遇数しました。先生の長男さんは．鶴丸高の

卒業生であり，九大に在学中でしたが，その方の腕に抱かれた先生の遺骨をお送りしたときは，

有為転変世の常とはいいながら，全く感に耐えないものがありました。

しかしながら．先生の死を転機として，儲丸高は旧康一中跡にかえることと覆り．私は由緒あ

るこの名門校と別れなければなりませんでしたe

私を育てて下さった複昆先生も七十の坂を越えられ，米倉まんともか別れして，私も新しい生

を揮え．中央高のみなさんと　風雪に堪えてゆきます。

遠く南方のふるさとを練れ，孤独に堪えて来た私の多感な青年期もすぎ，永年期を迎えました

がいつまでもティーソエージャーの方の友達として．鹿児島の高校生を見守ってゆきたいと思い

ます。

筆　者　紹　介

起　山　正　三　先　生

先生は旧一中時代から，生物の教鞭を取っていらっしゃいましたが，至年の四月より御病気で

静養のため休職していらっしわしへます。クラブ員の中でも三年生以外は知っている人は少ない。

先臥十名位で病院に見舞に行きました。その時秋の草花を取って一諸に持っていきました。

先生にか会いした時，先生は草花についていろいろ話しをしてくださいました。先生は絵が上手

でいらっしゎると開いていました鶴　その話が，絵の尊まで発展しました。そこで先生は傍に持

っていらっLeつた絵の具で，夕張えの般島を一枚　さらりと描き上げました。その時，私たち

は先生を叫んで，一室をさるのを見ていましたe

又，病院で暇な時に株．採集や絵を描いてわらっしわいます。

－30－



文　化　祭　の　記　鐸　日　記（植物の菩β）

22R　後　藤　智　子

植物班及び園芸部の展示内容

－．薬味標本

二　佐多岬採集旅行の標本蝮示（59年の夏休みの物）

三　佐多岬の棉物鉢植え展示

四　学校の周辺の植物展示

五　充実費の使い方の表展示

六　学扱蘭の計画発表

七　花ことばの図表痕示

9月27日（日）

中央公民館の音楽・演劇・弁論などの善は，午前中だけ出席して，午後は昼食をとった後学校に

帰って来た。皆で会場の準備をしていたら，公民鰹の方が三時すぎに終ったそうで．観覧者の来

るのが思ったより早くて少しあわてた。

佐多の植物標本についての質問などを受けつけるようにしていたが，2・3人の人から「質問

したくても，＝「レククーが誰か分から夜わからできない」と苦情が出た。部員で用泰のない人は，

なるだけ標本などの近くにいるようにしていたけど，皆それぞれ自分の仕藩があるので，「人一

人質問に答えるのは大変なことだと思った。

仕事内容とその反省

H　花ことばの図表書きの続き

製作者が昨日と違っていたので．花の色を合わせるのに苦労したということだった。花こと

ばの展示は初めての試みなので，碗覧者が興味を示すか疑問だ。

⇔　雑草展示のための台作りと名前書き

二．三日前に採集して来たノ値物を，二週間くらい前から集めた牛乳ぴんにさした。台は，机

が足りをかったので長イスを重ねて用いた。

展示植物名

きく科

ひめむかしよもぎ

あれちのぎく

たかさぶろう

ははこぐさ

よめな

よもぎ

まめ科

Erigeron camd．enSi昆

PrigeronlinlfolluS

‥．耳Clil沌a abba

Ona功凪11umⅡ軒tlcep8
，A8ter、Yαnena

ArtemiSia v111gar18
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しろつめぐさ

ぬすぴとはぎ

ひめくず

やまはぎ

hれ科

きんえのこ′ノ

にわ佗こ少

かひしぼ

めひしぼ

ひゆ科

わのこづち

いぬびゆ

かやつりぐ専科

あぜがヤつり

ひ．わく　ぐ

ばら科

きんみずひき

うり科

からすう少

つるを科

ざくろそう

あかね科

へくそかずら

あかぎ科

あかぎ

ぶどう科

ふぷがらし

いらく専科

やぷまあ

おおばこ科

かかばと

かたばみ科

かたばみ・

すべりぴゆ科

すべりぴゆ

Trifoll曾n T冶penS
私

か88mOd知l raCemOSum
tL

⊃un惚ria villosa
ll

、heSp組ez生cyPtObotn吼

Setariaユl珪08CenS

EragもOSti8m奪1tlcavli8
′ひ

皿e畢1nein且1甲
Digltarla adSCOndOn8

Ac坤ranthoq japnica
Amrant一山咽　Blittm

lしl　　　Ⅱ

Cypm∈】globo8雷8
u．

討11ingla brevlfolia

AgrlmniaE烹陶もOrla

Tri七ho亀nthe白　C11ClmerOlde8
t人

MollはgO Striela

謡軸ria。hi慈雨
I

Chenop diⅥn albやm
仏

Cayratia jappica

iわehID自rla．番とゴ三三三七〇雲：吉

lo′れ3叩如、

Planもago aSiatlca

＿0Ⅹ窟ユ土日　eO食nlc憺lata
Y　　叫

Por叫ユaea．01era，eea
k
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ふうろうそう科

げんのしょうこ

きつねのまど科

きつねのせど

ごまのはぐを科

ときわはぜ

とうだいぐ音科

こみかんそう

08raniun nepllen80

JuStleia Oendam。Sa

は

胞mS japoI止CVS

鞠11anthu∋けrlnaria
米この名前付けを，一年生に任したら，自分達だけでは無理だったらしく，宮地先生に手伝っ

ていただいていた●先生と－諸に，大きな国境を練りながら名前を調べている一年生は，と

ても楽しそうで，見てハてうらやましかった．

担　佐多の植物鉢植え展示

展示借物名

いね科

ちとざさ

ちぢみぎさ

ゆり科

はまさるとりいばら

からすきぽきんきらい

らん科

へつからん

ひゆ科

つるのげいとう

むくろじ科

れいし

りゅうぴんたい科

りゅうびんたい

うまのすずくさ科

かかばうまのすずくさ

いだそう

しちとうい

ぼんじろん

ばくちとざま

お・おはまほう－‘

紬らんあさみ

工SaC土mo globO亀

0‡且18menuS un血11atifoliは白

Snilax C士11ma

HOterOSnilax jafOniea

Oymbidi皿軸anu皿

Alternanthera Se881118

hitc上li ehlnenSi8

Angiopt；eriB　勾唱Od＿iifolia

AriStOloc上止a kaeユ瑚げeri
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とどめこんねんぐさ

これらの植物は，7月28日に玉竜高校で開かれた佐多植物展で買ったもので．ひるぎ科の

メヒルギ（Kandella C泡ndol）は，その時来ていらっしゎった大島の高校生からいた

だいた。生活壌境が変わると極めて命が短く，二・三ケ月もったら良い方だと言われたが，

私達の育てているメヒルギは約三ケ月たった分でも水ノウの中で青々と元気そうである。

鉢植え植物は，前もって士を柔くほぐしたり余分な技を切り落したりして面倒見ていたので

案外はかどった。レ、つものことだが，．名前付けは少し手間どった。

9月29日（火）

生物室に入って来る人を注意して見ていたら，中には血液判定と葉脈標本もらいだけが目的で

やって来たらしい人が若干見受けられた。

植物の部で，特に男子の生徒が興味深げにみていたのは，私達の先輩の田中葦さんに借してい

ただいた日本アルプスの催物の絵はがきと花の版画だった。中でも「夏の思い出」の歌に出てく

るさといも科のミズバショウ（IjySichiton camtschatense）彗つつ馳ヤ財ゲ

（Rhode血ron Metternichll）の花の絵はがきとか珍しいユリ科のクロ・1リ（Frl一

七illaria caⅢtSChatcon∈ヨ18）の版画が人気の的だった。又　かばのき科のしらかば

（BC）tVla．Platy謡lylla）の寅も珍し呵真日面を頸乱ノ破観pLっ－亀（る人力何人が相二注意す

るのに困った．それから，女子に人気のあったのは花ことばの表で．特にノくラ（情熱）とスズラ

ソ（幸福）・サクラ（潔白）などだった。

みずあおい科のホテイアオイ（EichhOrnia craSBlpo自）の花が，今日運良く三輸咲い

た。，まわりがみず色で，中が黄色の花がいくつも1つの茎から出ている。この花も割に寿命が短

く，胡開いたのが夕方には枯れてしまった。

閲芸部では初めての試みで，自分達で咲かせた花の写真を四・五枚展示した。今年の五月に一年

生と買って来たスイレユ′の花が，八月に白と桃色が－論ずつ咲いた。その時はもう前期の課外は

終っていたが，咲きそうだと思った頃学校に通って，やらと三日目に写真と少に成功した。スイ

レソの花は一日の中わずかの何時間かしか咲いていたいらしく二日目の崩，咲いていたので家に

カメラをとりに帰ったら，その二時間くらいの問にしぼんでしまっていた．他に十月に咲いたゆ

り科のキミガヨラソ（Yvcca recurvifolia）やすべりぴゆ科のマツバポメソノ（一三もrtvh

aca gran且iflom）などの写責も展示した●

9月50日（水）

二年生の野添さんが珍らしい形をした，なす科のホオブクスフ・ェィスという実を持って来てく

れた。埠色いオレシジを思わださせそう夜実で，その名のとおりきつねの顔にそっくりな形をし

ていた。大重さはクマゴよりやや大きh程痩

葉脈標本は四百枚作ったということだったが，今日の午前中までに無くなってしまった。もら

いそこなって残念そう夜顔をしている人がずい分いて，気の毒に思っていたところ，一年生の名

案で，こちらでは葉を煮るだけにして．後のタワシでたたくのと色の課程は自分でやってもらう

ことにした○　これも初やの試みだったらしいが，皆楽しそうにおしゃべりをしながらクワシでた
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たレゝていた。

葵派標本の作り方

－　モクセイ（青菜）を水液化ナトリウム溶液（10～30痴）で煮る．私道は最初10痴液

で煮ていたが，よく葉肉がとれ夜かったのでだんだん濃く．していったら，50感の液の噂が

一番うまくできた。）

二　煮えたらそれをしばらく水に浸して封く．（酸性容液で中和させた方がよい）

三　雑布を‾Fに置いて，その上でクワシでたたく。

四　好き夜色を，イユ／クやその他の着色剤で着色する．

10月1日（木）

とうとう今日で，前々から色々計画を立てた恒準備したりして楽しみにしていた文化際も終っ

たさすがに最後の日なので現覧者が少をかったが，それでも，今まで観覧する時間を持てなかっ

た人達で生物室は人の絶える間がなかった．最汝に文化際の期間を通しての反省をすると，今年

の文化祭も予想していたよりずっと内容が充実していてそして楽しく有意義をものができたと思

います。新校舎での初めての文化祭で，色々と不都合をこともあったけれど，クラブ員皆で力を

合わせてやったので不都合夜ことでも不都合だと感ぜすにやれたのだと思レ、ます．雑を言えば，

血液判定の時の型の統計を除けば，鶴丸高校生物部ならではと言えるもの，又何年間か研究をひ

きついでいるというようなものがなかったことは少しさびしかった．

ス　ズ　ラ　ニ／

昔，レオナルドと呼ぶたくましい若者がいました。ある日，彼が昼夜か暗い深林にさし

かかった時一匹の火亀に出会いました。その火亀の姿にさすがの若者も盈きました。しか

し彼は三日三晩戦い続けて，ついに倒したのでした。・が　彼も深い傷をうけて，その傷口

から，赤叫血が落ちて，その血潮のあとにはいつか名も知れぬ美しい花が咲きました．

これがスズラソの花だということです。

→135－



文化祭▼血液型判定結果．

29R　平　　　　猿　人

例年のどとく文化祭の盛示場の一角な利用して行なった血練且判定の結果受受とめたものでも

本年は生後会の方からしつ珪素で皿放浪行の方を呼んで指導していた、たきまし7㌔　この［菜．血銀行

の方にはしへろいろお世話て篭りました。この憤怒かりて発くお礼せ申し上げます。

それで今までよりも．よりよい正確夜露末が出たと思います。しかし今且ま放課浸．邑l日周に

分けて行たったいもあってか予想より受検者が少をかったのが残念でしたe

次に判定甲に崩じた事，注意したい事．又指導なしていただいた点を述べたいと思います。

・判定軌血清は．5℃以下和束存したほ　がよレも（当日は冷蔵庫に保存した。）

・指から採血した血便を．スライドガラスに移す時．今まではガラス種を使賂していた

が．マッチの軸かクケヒゴなどを妓用した方が．よけいに血液が採血出来て判定が一

層やり安くなる8

・血清淀江肩露に入れて．壷薫するごとγこ出した方茄血清が匝はらず良しへe今回は出し

すぎて薗まったスライドグラスもあった。

・正しい凍某は．おおむね一分以iブヨにおこるので．なるべく早く判定を行うハ

・室内の浸度は．15℃以上が望ましいとされているが．この点は無理であった。

・血液の適合遺ぼ．判定用血清の十分は量に．小景の血液を混合する凸　血液は少くなす

ざるより．多すぎる方がこい。

1960－う964年　血液型判定結果

5旬間 全国

の　痴 勿

ぐ＼，

＼ 、

1 9 6 8年 1 9 占1年 1 9 6 2年 1 9 8 3年 1 9 5 4年

人故 感

l

人 数 痴 人数 盛 人数 痴 人数

1

多

A 1 4 3 7 る0 5 7 †3 2 4 1 1 418 4 8 1 3 5 3 7

B る 1 7 きる 2 2 5 9 1 8 8 3 2 2 8 0

A　 B 3 9 2 2 1 3 3 占 1 1

l

3 0

I

8 3 5

○ 1 4 3 7 4 5 2 8 4 5 5 8

1

1 1 3 3 0 1 1 る

計 5 7
／／

レ ノ 1 5 3 i 3 2 2

1

．／

．／
。／

t
巨 7 4 1

／／
3 る4

9 ］
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湯　之元採　集記

nace　　　湯之元

⊃ate　　　　1月15日

deInber　　後藤智子　佐々木良　山下譜子

17R　山　下　誠　子

つめたh息が吹き抜けていく。ここは山の中。由とえるのは皆の祀普ばかり〔思ったより虎が

新らしい。川岸へおりて行くと大きな岩の下からゴーッという流れの藷が為こえた。あたり一面

切りたった岩が多いところから水の上にかぶさったのだろうロそこでアリトオシというのを技集

した。まるでバリトオシだ〇

十一月十五日．9時7分発で植物同好会1（康夫）や掃かれた提案に参加して．瘍之元に向かっ

た。初めは十数人のつもクだったのカ：たった三人．さびしいかぎりだ。訳へ着いてびっくりした

の紘一諸の人達のいでたちだ。まるで山、量りスタイルで大きなリック扇寺ち．ピッケルこそはな

かったが　私達の雇淡とくらべ融けにこまいかなかった。とにかく適なき遠を進み．山また山を

越えて手足には編がいっぱいできてしまった。それでも皆に遅れをとらじとがんばった。そばに

いらっしゃった温厚そう郎申士からしついことなおもわった。援兵しているものはたいてい知らな

い物ばかりなので名を覚えるのが大変だ。とても全部は覚えられぬ。そこで白い紙テープに書

き．結び付ける。とても使利だ。だがこれでも面倒くさがりヤの私は名を書きrんだだけにして

しまった。とても皆のベースが速いのでロク略採集もできぬからだ。又・．採集したものには荷車

だを付け名を言く。皆それぞれに工夫している。沼地でマツザカシダを採集した。一時間余りも

お昼をオーノく一して湖に着き昼食告とつ7㌔　しばらくして出発。スタミナがついたので張りきっ

た。赤土の道をどんどん行く。久′；呆召さんとhう同行の女の方が上をしき少に向いている。「ア

ケビがなっていないかな」と。残念ながら一個も見っけられなかった。向うの畑で何か手に持っ

てこっち瓜振っている。それを見て後藤さん日く．「お・いも？」．手足をひっこめたカメだった

さつきの湖でつかまえたそうだ。ヤブコウリやバクサンボクが其赤を尖をきらめかせている。よ

うやく村に出て．バスを侍ったが．まだ三時こうなのに六時のバスしかないということで．又

歩きだした。ビザがガクガクいっている。

入来でバスに乗り，うウらうつらして．なつかしき町へ，帰ってきたe

採集品自適

キク科

コガネギク

ウスベニニガナ

ぺエバナポウギク

コメナ

ガンクビソク
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シソ科

ノくラ刊

メデ科

リンドウ科

モクレン科

キキヨク科

ふリ科

ヤブコワジ科

セリ科

ヒグノカズラ科

カヤツリグサ科

サクラゾウ科

キツネノマゴ科

ミカン科

オトギリノク

ヤマノ、1ツカ

アキノクムラノウ

テリノ、ノイバラ

ヤブバラ

ソバ

ミズソバ

イヌクデ

ムラサキブリ

リン‘ドゥ

ピナンカズラ（サネカズラ）

コヨウシャノン（ツリガネェソジン）

ヒナギキ苫ウ

ヤマラッキダウ

ヤブコウジ

ヅポクサ

ミズスキ

クジカヤツリ

ミズトラノオ

オキノツメ

サニ′シ′ヨウ
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オトギリゾウ

ツルシノブ

マコLミ

バクサンボク

ヤマビワ

アリトオシ

トキワガキ

テイカスズラ

カニクサ叫

ニッキギ科

スイカズラ科

了ワブキ科

アカネ科

カ．キノキ科

キョウテクトワ討

－39－



ゾ　ウリムシに走ら　された話

29R　芝　原　幸　夫

ある日．ある三軍のA君がゾウリムシを使って．反応と調節の尖戌をしたいと言っていた。そ

ういう周にも俊は準備を進めていつ7㌔　しかし波は大学入試のため．虎か丑か思うようにはかど

らず－．．二年生に準備なたのんできた。まず学校の回り．または家の癖などの汚水を試練菅など

に取って来て融倣藁でのぞいて見るe最初は視界の中に故生物は一匹もいなくて．まことに「き

れいなものだ」と思った。こんな事なくクかえしていくうちにクラブ員の中にも．だんだんゾウ

リムシを撰してくれる人もふえてきて・いつも3・4人放課後に・頭徴譲をのぞいてい牢。、しか

し．なかなか見つからないので「市内のどぶはきれいになった／」と戌適所が市役所に電話をか

けて皮肉を言いたくたってきた。こんな事を何回も何回もやっでもなかなか見っからをレも　あ

らためて食料受用げて採集の方法やゾウリムシのいそう夜溝．ブールなどを確かめた。培養液の

は　は．三年生の餌岩が作ってくれた。まず有板分のある士を水と供に沸騰させて丑苛を殺す。

次にこの士を容器に入れ上からイネを4－5センチに切ったものを上からつめる。このイネは原

良の望んだから脱穀したのをもらってきたものであるe次に井戸水を注ぐ。イネを入れるのは．

空気と容器内と怒遮断するためであるe寛嘘の準備はゾウリムシ以外は全部すんだが肝心をのが

みつからない。日曜日も学校に出て来て試験管をポケットに突つこんで自転車で飛びまわった。

鶴丸城跡の堀．瀧大．近くの／J、用．′」、学校などで．読癖管に期練をかけながら学校に持ち帰り．

二一童心分鵬で下の方に移動させて．スポイドで取ってスライド言転とす。胸をときめかしな

がら見る「イルワ．′イルワ！」と思ってよく昆をとアメーバ－．ミドリムシ∵などでだけである。

特に小学校から取ってきたものにはアメーバーが多かった。このアメーバーの動きはおもしろく

て．こんな4、舌をやつがリズムカノレな運動をしているのを見ると生命の神秘がうかがわれる。

こういうことをくりかえしているうちにオカメゾウリムシを発見したが．見ているうちにアメー

バ一に食べられてしまい－ました。こういうのを見ていると「璃盃精舎の淫の声．・…‥盛者必衰の

ことわ少をあらわす。……」で有名を平家物語が思いだされる。頭教義で初めて見るゾウリムシ

を視界の中で確かめているうちに食べられてしまったので．もはや「残念」という言葉しか残ら

ない。それ以後はだれも見つけることが出来夜かつ7㌔　いいかげん．もうこの辺まで来るとサジ

を投げ出したなるe　ただ我々はあっちこっち走り回っただけである。

その後は気が脱けてしまったり．試験前でゾウリムシ捜しは続かなかった。しかしこの機会に

一滴の水の中にも多くの倣生物が存在して．不思議な生命力を示していることが．あらためて．

わたしたちの頭の中に入ったのである自然を愛する我々なら無益とは思わないだろう。
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植　物の有　毒成　分

39R　前　田　宗　浩

古来有毒植物は多く知られており．我々もその有毒成分の一部は知っているがここにその成分

を詳しく調べることができたので．それをことに岩垂出してみた。

有毒部分を（苺部〕，有毒成分壷し成分）と略する。

植物名

ケシ科

ケツ

ヒナゲシ

オニゲシ

カラクサケマン

キケマン

ムラサキケマン

ミ、ヤマキケマン

ケマン㌢′ウ

クサノオウ

クケニグサ

ツノダシ

ハナビシソウ

キキョウ科

サワギキョク

ロベリア

〔毒部〕全尊。特に未熟巣よりにじみ出る乳液

〔成分）アルカロイド：モルヒネ（Cl了HleNO3）

ナルコチン（CHH拍NOT）．コデイン（C13Ht．NO。）

パパベリン（C20王壬雷lN04）．ナルツェイン（C23法学封08）

テパイン（Cl。H21NOS）その他19種

〔毒部）全茸

〔成分〕アルカロイド：レアジン（CtlHt．NOe）（モルヒネを含有しな

レも

と毒部〕全軍

〔成分〕モルヒネ

〔苺部〕全軍

し成分〕アルカロイド：プロトピン（Ct。HHNO5）

〔毒部）〔成分〕…‥・上に同じ。

〔毒部）〔成分〕‥＝‥上に同㍍

〔毒部〕〔成分〕・・‥‥上に同じD

〔毒部）全革帯に横。〔成分〕上に同じ凸

〔毒部〕全軍。〔成分〕アルカロイド：ケリドニソ（Cま。Hl。NO5）．

ケレリトリン（CtlHりNO4）．プロトピン．3種のホモへリドニ

エソ（8－，β－．γ－）。

〔毒部〕全苺。〔成分〕アルカロイド：プロトピン等

〔毒部）全葛。（成分）アルカロイド：プロトピン㌧＝グラグシ／（Ctl臨5

NO4）

〔毒部〕全軍。し成分yPトピソ．γ－．・ぷ－ホモケりドニン．ケレトリン．

ザンダイナリノ（C里。Hl5NOA）

〔毒部〕全軍．〔成分〕アルカロイド：ロベリン（C22品7封02）

〔毒部〕全等。〔成分〕アルカロイド：ロベリン．ロベラエン（CHH25
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NOt）．ロベラニ紳ジン（C‘ttHt9N、02）

ノウゼンカズラ科

ノウゼンカズラ　〔毒部〕花。〔成分〕未詳

ゴマノバグサ科

クキクリス　　　〔毒部〕金華．車に某．t成分〕ジキトキシ㌢／（C4．冨6ふ013）．ギトキシ

シソ（C4．H机011）．ギクリン（C35主も80．－）

ナス科

タバコ

ハナタバコ

マノレバタバコ

〔毒毒〕全車．特咋菜㍉〔成分〕アルカロイド．ニコチン（C10責lAN－）

ニコチアミン（Ci。払AN2）．エコチイン（C．0Hl之Nt）

ニコテリン（C舶輯壬存）

〔毒部〕し成分〕上絶同じn

〔毒部〕〔成分〕上に同じも

チョウセンアサガオし海部〕全茸（菜．花．果実．種子）

バツりドコロ

ガガイモ科

トクワタ

イケマ

キヨウテクトウ科

キヨウテクトウ

ェゴノキ科

エゴノキ

ツツジ科

アセビ

示ツツジ

レンゲツツジ

セリ科

ドクゼリ

ドクニンジン

ウルシ㍉・

ウルシ′

〔成分〕嘉一アルカロイド：セヨスチアミン（C．THt3NOA）．

種子－スコポラミン（C．TH21NO4）．ヒヨステアミン．

〔毒部〕全茸．〔成分〕アルカロイド：ヒ鴇スチアミン㌧’アトロピン．ノ
ミ

ルビヨステアミン（C18H貪1固03）．ノル了トロピン．スコポ

ラミニ／

〔毒部〕全章特に乳液。〔成分〕ビンセトキシ／（C6。H8202。）

〔毒部〕全軍特に積。〔成分〕シナンユトキシソ

〔毒部〕某．樹皮（乳汁）。〔成分）ヂギクリスに類する強心性配紹体

〔毒部〕果実。〔成分〕ェゴサポニン（C61王も電0！8）

〔轟部〕全株特に某…し成分〕アンドロメドトキシソ（C31軍50010）

〔毒部）菜．〔成分〕未詳

〔滝部〕某．花。〔成分〕アンドロメドトキシソ

〔毒部〕全萎．特に地下茎。〔成分〕シクトキシソ（シクトキシ七ン㌧

〔毒部〕全葦。し成分〕アルカロイド：コニイン（C8玉．7至り

〔・毒部）全株．特に樹幹より溶出する乳癌

〔成分〕ウルシオール（C2tH3202
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トウダイグサ科

トウゴマ

トウダイグサ

ナットク野
ノウノレシ

マメ科

エニシ′ダ

ドクフジ

ノポリフジ

デリス

キンポクグ科

′オキナグサ

メガラシ　　′

キツネノボタン

クマノアシガク

セン′ニン′ノヴ

ァク互！ウ

〔毒部）種子〔成分〕リチン．リチエソ（C8迅封王02）

（ヒマシ池中には有毒成分は溶出したレも

〔姦部〕全葦．〔成分〕未詳

〔轟部〕〔成分〕上に同じ

〔毒部〕〔成分〕上に同じ

〔毒部〕全株e〔成分〕アルロイド：スバルティ／（Cl。王も6壬Jt）．

サロチミン（C15践4N2）．ダニステイソ（ClqH23N2）．

〔義邦〕槙〔成分）ロチノン（C之a乱206）

〔毒部〕全軍。・〔成分〕アルカロイド：ルビニジ／

〔滝部〕嶺．〔成分プロチノーン（C的H2206）．（テフロシシ（C王3

臨201）デグエリソ（C23HH06）トキシカロール（C23H23

07）

〔遥部〕全葺．〔成分〕プロトアネモエソ

〔毒部）〔成分）上に同じ。

〔羞部〕〔成分〕上に同じ。

〔毒部〕し受分〕上に同じ。

〔轟部〕〔成分〕上に閏に

〔毒部）全茸。〔成分〕アドニン（C14H4009）

ナツノアクジュソク〔毒部〕〔成分）上に同じ

トリカブト

ヤマトリカブト

モクレ∵′科

ツキミ．．

ヒガン㌧ベナ科

ヒガンバナ

〔毒部〕乱〔成分〕アルカロイド：アコニチン（C34乱70u）．メサ

コニテン（C…XHⅣ0．1九　ビバコニテン（C33且15壬JOl。）

エサコニチッ（C35H49NOtt）

〔苺部〕〔成分）上に同じ

〔毒部〕菜．樹皮．隼に果実。し成分〕ハナノミソ（C11H2，Ol。）

〔毒部）全茸．特に鱗茎．し成分）アルカロイド：リコリン（Cl仔罠7N

04）．リコレニン（C18臨l王す04）．セキサエソ（C16H19

NO′1）．プソイドリコリン．セキサノリン（C18H23NO5）

リコテミソ（ClTH25NO3）．ホモりコリン（C－pHtaN04

キツネノカミソリ　〔毒部〕上忙同じ凸〔成分）リコリン

ノヽマこしク 〔毒誹〕鱗茎　〔成分〕リコリン
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ユリ科

スズラン

サトイモ科

オオバング

テンナンう／ヨク

ムサシアブミ

ウラシマノウ

カラスビシャク

ミズバショウ

イネ科

ドクムギ

ヒノレガオ科

ルコクソヴ

モミジルコウ

マックケ科

．ア七夕ケ

イツボンミンメジ

テングダケ

クマゴテソグダケ

ベニテングダケ

ツキヨダケ

ドクーくニクケ

エガクリクケ

ワライクケ

ノポリりすウ科

〔毒部〕全茸e【成分〕強心性配糖体：コンノくラトキシソ。

〔毒部〕根茎．【成分）サボェソ

〔毒部〕〔成分〕上に同じ。

〔毒部〕〔成分〕上に同に

し毒部〕〔成分〕上に同じ。

〔毒部〕〔成分〕上に同じ。

〔毒部〕し成分〕上に同じ。

〔毒部〕自身有毒ではなく一種の歯が寄生し種子の外胚乳と湖准層との

問に菌糸がはびこり．その菌糸中に有毒成分を含有するのである於

〔成分〕アルカロイド：テムリン（CTH12机0）

〔壷部〕種子b〔成分〕未詳

〔毒部〕〔成分〕上に同じ

〔毒部）　全株。〔成分〕ムスカリソ

〔毒部〕全株。〔成分）不明

〔毒部）全株。〔成分〕ムスカリソ

〔轟部〕全亀〔成分〕アマニタへモリジンという溶血性の配糖体様物質

及びアマニクトキシソ（毒性蛋白質？）を含有

〔毒部〕全株〔成分〕ムスカリン

〔毒部〕全株〔成分〕ムスカリンでなくコリン（Cholin）らしい

〔毒部〕全株〔成分〕不明

〔轟部）全株〔成分〕不明

〔轟部〕全株〔成分〕未詳

〔毒部）全株〔成分〕ヘルベル戯（CleH，。0。）

資料が古く．その上準備期間もよくとれなかったので．並べ方をどももつとレ叫ハ方法があるの

だが．遺感であるe昔からこんな〟もの〝に興味があって．それがとうとうこんな形をとってで

てきた。次は毒消しの方法でも考えねばと思っいる。

－44－



二二二二二ニ泄－・部　活　動　報　告

4月　0新入生．部員募集ポ薫クー展示

0新入部員歓迎を兼ねて．寺山へ採集

0水産グループl姜畠（赤水一袴膿）に採集

9午の目．の解剖‘

5月　0食用がえるの解剖

6月　0佐多採集旅行準偏

7月00竜ヶ水に採集（昆虫．植物グループ）

0生物全国大会の展示場見学（玉垣高）

0佐多採集旅行準備

0ネズミの解剖

8月　D佐多採点旅行

0植物グループ採集（城山）

0佐多採集旅行の標本整理

9月　0文化祭準備

0昆虫グループ採集（水上阪）

0植物採集（校内）

0文化祭

10月　0文化祭　（9月27日10月1日）

11月　0イカの解剖

〇植物グールプ採集（湯之元）

0部誌原稿募集

12月　0部誌「あこう」発行予定
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一年をふりかえって

房　閂　　宮　地　伸　夫

あこうの藩－ぢン．ヱこの世に誕生してから早くも読2年がたってしまいましたe　あれからわれわれ

れを取り巻く大自然も二夏の春夏秋冬を通えまた送りました。卒業生を二回送．少出し新入生を

二回迎え入れました。去年のこの原詩のペンを採ったのは加治遥町の憶校舎でしたe今年は．武

周と丈くらペ著しているような嬉滞耳の新改合でペンを手きっていますe

私は確か．去年のこの尉童に．「来年こそ瑞．新気一転．脱皮して生物クラブの発振の為にも

努力したい」と－大決心を書いたことを覚えてhまづ㌔　しかし．その来年が今年になり．間もな

く去年になっていこうとしています。どうしてこうなったかは自分でもわかりませんe　ただ戸締

りの畢ばかりやかましく言いながら明け暮れた今年でした。クラブ員諸君もさぞがつかりしたこ

ととすまなく思っていますe私のこのようをだらしなさの為でしょうか．クラブの実涼活効の方

も何人かの人達が何かしなければわけ夜レ、とあせりながらもまとまった活力ができないという結

果に終ってしまったようでも　しかし新年醇始まって間もない頃．夏の佐多採集流行前後．文化

祭前後．そしてこのあこう発刊の準備期閥と月用の盛り上狛甘確かにあったように思います。

このようを時に君達が見せる應知れめ力にはいつもびっくりします。ただ残念なのはそれが．そ

の時その時の盛り上りに終って一夏性が無恒ように見えることですeその為でしょうか．実際に

は相当の人数がいる等のクラブ員が東走でまあま　姿を見せた　なってしまいましたDそしてよ

く生物教室に顔を出す人達でさえ．当三物の研究をやるでなく．また生物瓜関する話し合いでなく

数学や英語の研究や．生物に関係のないひまつぶしの雑談に花が咲いてレ、ることが多いようです。

このような撃抽こなったのは何といっても私に最大の責任があるので諸君には心からか詫びな

いわねばなりません。しかし年間を通して振り返って見た時．毎日7時間8時間という授業や課

外を終ってからでないと自由を時間がをheたまに連体があってもその休み明けには実力考査が

あるといったような現在の鶴丸高校の実状では止むおえないことでもあるとも思います。そして

生物クラブとしての理想的な活動確は程遠いとはいうものの本校内ではやはり大活躍をしている

クラブの中に入ると思います。

私自身の責任を諸君に転嫁するようなことばかり書きましたが．秒針の刻みとともに君達の青

春も二度とかえらない永遠の彼方に去って行くのです凸切角大自然の真理を探求しようという同

好の士が集ったのですから．いろいろ不利な条件もありますが．生物クラブ本来の目的を見失し

をうことなく頑張って下さいD

義恕ここのあこう射号の発刊に当って全精力を傾けた芝原部長・それに歓の肋を惜しま
なかったクラブ員諸君に敬意を表し．史に残金あることに助言御指導下さった先避各位に心から

i＿専乱申し上げます。
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ニ鶴丸高校生物部員名簿

露　問　　　宮　地　伸　夫

●　　　税　所　篤　知

1954年11月誼在

鹿児島市原良町　1241

ケ　　薬師f　201

ROOM　　　氏　　　名

10　　　上　川　礼　子　　　鹿児島市郎元dT lる79

グ　　　　部　山　むつ子　　　　ク

12　　　樺　山　　博　　　　ヶ　　下伊放町　県営アパート　北21号

ヶ　　　韻　木　　　秦

ヶ　　　　百　　　薬　秀

サ　　　佐々木　　　良

14　　　日　中　喜代子

ゲ　　　　逮　竹　安　子

ゲ　　　野療漁　真知子

15こ　　　今　村　啓　子

ヶ　　　　河　村　り　え

絶　句L秩　父　幸　子

ヶ　　　　松　清　忠　子

ゲ　　　　薄　口　原　子

ヶ　　　　宮　内　美生子

17　　　　田　中　ひろL

ヶ　　　　臼井村　克　子

ヶ　　　　山　下　誠　子

18　　　清　水　康　男

ク　　　　土　屋　藩　雄

グ　　　　山　崎　正　美

19　　　池　田　まり子

グ　　　　内圧屋　君　子

サ　　　　坪　内　良　一

ヶ　　　　古　川　一　別

20　　　柿　元　紀世子

21　　中　臣　美智子

ク　　西田町

ク　　武町

グ　　原良町

ク　　駅良好

ヴ　　下荒田町

ク　　永富町

ク　　伊薮町

ヶ　　′j、山田町

ク　　下荒田町

ク　　英日研‾

ク　　薬師町

グ　　英錦町

ヶ　　稲荷町

ヶ　　郡元町

ヶ　　層良町

ヶ　　薬師町

ク　　郡元町

ゲ　　娼禰町

ク　　優良町

日置郡郡山町

鹿児島市薬用町

ク　　永吉町

谷山市上福元町

鹿児島市西田町

一j Tl・

16　0

18　0

5100益満方

15　0占

10　4

1「露こ石‾テ嶺ヱ90

92

15　2

305

3　38の5

12　7

72

2421の1占1

17　95

35

5　52

13（］2

312　8

29

1C早57の5　下徳辺方

3612



21　　　林　　　　　晶

22　　　石　垣　一　技

ヶ　　　菊　谷　孝　接

す　　　　後　藤　智　子

滋　　　か　　　寿　－

ダ　　　　原　田　和　子

25　　　肥　ロ　ー　男

29　　　芝　原　幸　天

ヶ　　　平　　　繁　人

52　　　宮　脇　凄　戯

ゲ　　　　八　並　幸　夫

34　　　上　山・信一郎

．，　　　小　城　輯　仁

ク　　　　財　前　　　虜

ヶ　　　　遠　竹　行　竣

ク　　　　昌　谷　敏　男

ク　　　　中　内　考　虚

ク　　　　原：巨已　着　通

す　　　　宮　元　一　郎

ヶ　　　　吉　元　性　男

ク　　　　渡　辺　肯　子

35　　　田　原　ヒロ子

ダ　　　　福　永　奴　子

59　　　　坂　口　正　浩

ヶ　　　　前　田　宗　溝

ゲ　　　　松　林　清　明

児児島市永富町　　5上声

鹿児島市下荒田町　22°‾71の5

◆　讃浩一　r古iコ「1左とわー上唯一

小　　泉千石町　74

ク　　藁訴町　　9　佐々木方

グ　　原良町　　1595

ヶ　　兵田町

サ　　茜田町　　50

ク　　西田町　　55

ク　　永富句‾　1057の5　下徳辺方

グ　　葺牟田町　4485

ク　　薬師町　　35

ヶ　　下荒田町　104

ク　　都元町　　519

ケ

ヶ　　藁師町　　289　福原方

ゲ　　山之口町　72d

ヶ　　薬師町　　428の吉　野元方

ク　　塩屋町　　25の1

ゲ　　茸牟田町　4539

ク　　清水町　18g

日置都伊集院町下谷宅14730

谷山市塩屋町中塩屋　1214の1

鹿児島市真価町　　420の3　久保田方

ヶ　　下伊敷
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